「死刑廃止に向けて」 by 秋本, 勝
現代社会学部公開講座
139公開講座
1 ．「死刑廃止に向けて」 秋本　　勝
　死刑制度に対する存置派と廃止派との議論
の大凡について述べた後、仏教学が専門であ
るので、最後にその立場からの考えをまとめ
たいと思う。
　まず「世界の現状」から見ておこう。アム
ネスティ・インターナショナル日本のホーム
ページ2）によると、200カ国近くある世界の
国々の中で、法律上、あるいは事実上の死刑
廃止国は139カ国に上っている。その中で、
国家転覆等のあらゆる犯罪に対して死刑を廃
止している国が95カ国、通常の犯罪に対して
のみ死刑を廃止している国が 9カ国、死刑制
度はあるものの10年以上死刑執行を停止して
いる、事実上の死刑廃止国が35カ国である。
存置国は58カ国で、一般に先進国と言われる
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「死刑廃止に向けて」
講演の要旨1）
秋　本　　　勝
 
1）テープ起こししたものをかなり省略して筆者がまとめたもので、都合により他の講演者に事前のチェッ
ク等を受けることができなかった。来場者との質疑応答は紙面の都合で省略した。また、 4は講演では
ないが、本講座の最後にある被害者遺族の方から貴重なご発言をいただいたので、筆者の一存でここに
掲載することとした（お名前は伏せた）。以上のように、文責は偏に筆者にある。
　 　なお、当日来聴くださった京都弁護士会の辻孝司氏のブログに、 1～ 3の要旨がアップされている。
http://tsuji-defender.mo-blog.jp/blog/2012/11/1124_c5c6.html
2）http://homepage2.nifty.com/shihai/
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日本やアメリカもその中に入る。アメリカは
州によって違い、50州のうち、10数州が死刑
を廃止、それ以外は存置している。
　ではなぜ存置国は死刑をやめないのか、つ
まり存置の理由であるが、概ね 4点ぐらいに
納まるであろう。基本的には、非常に感情論
が多い、あるいは、廃止派だけの見解かもし
れないが、思い込みが非常に多いように思え
る。
　一つ目は、人を殺したのだから死刑は仕方
ないだろうということ。これは非常に単純明
快な理由で、報復感情と言ってもよい。
　次によく言われる理由が抑止力。死刑制度
は凶悪犯罪を抑止できるというものである。
死刑を廃止してしまうと、凶悪犯罪が増える
のではないか、そういう心配からくる。ある
いは、威嚇力ともいう。死刑が脅しになって
抑止できるという想定である。
　三つ目は、国民世論の過半数が支持してい
るという理由。世論調査などを見ると、存置
派は日本に特に多くて、 8割を超えている。
ほかの外国に比べたら、非常に多い。海外だ
と、平均を取っていないが、だいたい 6割ぐ
らい。日本も、何年か前までは 6割ぐらい
だったが、徐々に増えてきて、おそらく、オ
ウム真理教事件とか、光市母子殺人事件だと
か、そういう事件以後、上がってきているの
ではないか。ただ、これは調査の時機や問い
方に影響を受けている面も大いにあるのだが。
　最後四つ目が、被害者遺族感情。これも非
常に大きい。亡くなった方に思いをはせると
いうことがあるだろうし、残された遺族の感
情を考えるということがある。ただ、遺族感
情というものは、必ずしも一定していない。
われわれはつい遺族感情はみな同じと勝手に
思いこんでしまうが、そうでない方も案外お
られる。
　次に「廃止理由」を見よう。以下の最初の
四つは存置理由の四つと概ね対応させた。
　まず一つ目。死刑はそれを認める国民によ
る殺人であること。要するに、死刑というも
のは、国家がやるのであって、法律に基づい
てやっているから、何か正当性があるかのよ
うに思うけれども、これはやはり殺人に違い
ない。死刑は一つの殺人行為であるにもかか
わらず、そのことがいつもどこかに飛んでし
まっている。このことは、廃止理由の一番根
底にあるのではないかと思われる。つまり、
人を殺したからといって、その者を殺してよ
いという正当な根拠はないということである。
　二つ目。存置の大きな理由に、死刑制度に
は抑止力があると言われるが、実は、抑止力
があるという証明はなされていない。ヨー
ロッパでは廃止している国がほとんどだが、
統計上、廃止前と廃止後で、凶悪犯罪が異常
に増えたとか減ったとかの報告はない。
　三つ目としては、世論という問題。例えば
イギリス（1969年廃止）では、当時の世論は、
存置派が 6割前後であった。しかし、キャラ
ハン内相は「議会はときに世論に先行して行
動し、それを指導しなければならないときが
ある」と言った。つまり、国会議員という者
は、国民の信任を得ている、その議員は信念
に基づいて、死刑を廃止すべきだと考えたら、
廃止していいという考えである。フランス
（1981年廃止）も同様で、バダンテール法務
大臣は「民主主義と世論調査を混同してはな
らない。民主主義は世論に追従するものでは
ない。政治家が自分の政治的見解を世論に追
従させるのは、デモクラシーではなくデマゴ
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ジーである」とまで言っている。つまり、政
治家という者は、世論に追従していてはいけ
ない、民主主義で選ばれた政治家が、きちん
とした見解を実践していくのが正しい、それ
がデモクラシーなのだと言っている。
　四つ目は、被害者感情、遺族感情。これが
最も大きい問題かもしれない。被害者遺族の
感情には、一つは、こんなひどいことをして
何だ、やはり死んでもらおうか、といういわ
ゆる報復感情というものがある。復讐の気持
ちだ。そういうものが非常に込み上げてくる。
もちろんそれと、自分の親しい者を亡くした
悲しみ、あるいは、喪失感というものがいろ
いろと渦巻いているであろう。死刑によって、
少なくともその報復感情は満たされるのかも
しれないが、それでは終わらない。むしろ、
その後の喪失感とか、悲しみとか、苦しみは
ずっと続いていく。つまり、この後者のほう
が非常に大きな問題だと言われている。した
がって、この気持ちに寄り添っていく手だて
がいろいろと必要ということになる。その一
つは、財政的な支援だが、精神的な支援、こ
れが、やはり非常に大切だと思われる。日本
では少しずつできているようだが、まだまだ
アメリカやヨーロッパに比べたら弱い。
　いま言った支援、そのほんの一例だが、ア
メリカでは、MVFR（和解のための犯罪被害
者の会）がある。その会員は、全員が被害者
遺族であるが、その全員が死刑制度に反対し
ているという。
　日本にも、有名な方では河野義行さんがい
る。オームのサリン事件で、最初は犯人に仕
立て上げられ、その後、違うことが分かった
が、その奥様が大変だった。河野氏の看病も
空しく植物状態のままで亡くなった。それゆ
え、河野氏はきっと死刑を望まれているだろ
うと普通は思うけれども、まったく逆で、死
刑はやめてほしいと仰っている。また、ずっ
と恨み続ける人生は嫌だ、そのことで時間を
無駄にしたくない、とも。
　去年の『芬陀利華』3）の中に、あるアメリ
カ人の女性のことを書いた。日本に来られた
ところをテレビでちらっと見たことがあった
が、彼女も自分の子どもを殺人で亡くされ、
ずっと恨み続けて、毎日を恨みだけで生きて
いた。だが、あるときふと恨みを捨てようと、
何かがきっかけだったのだろう、そのような
気持ちがふとよぎったという。すると、自分
のこれまでの心のつかえというか、苦しみ、
悲しみ、そういうものがすっと消えていった
という。それまでは、恨みで自分の心が満ち
て、かえって子どもを思う心が失われていた
と。しかし、この恨みの気持ちを捨てて初め
て、心の中に娘がいつもいて会話できるよう
になった、それはこの上ない喜びだったと。
恨みを捨てたほうがずっと心豊かだというこ
とであろう。そういう遺族の方も少なからず
いることも考えなければならない。
　また、逆に、死刑制度があることによって、
自分では死ねないから死刑にしてくれと、あ
えて殺人を犯す、そういうことが東京秋葉原
でもあった。死刑がなければ、そういうもの
が起こらないとも言える。
　さらに、死刑判決が確定したら、一般国民
はそれで一件落着になってしまう。「死刑だ、
死刑だ」と騒いでいた国民が、死刑の判決が
 
3）京都女子大学・宗教部発行新聞。http://ponto.cs.kyoto-wu.ac.jp/~akimoto/pundarika13
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下りると、ああよかったね、一件落着だねと
言って、その事件をほとんどが忘れてしまう。
ところが、とり残されているのは遺族で、遺
族はむしろその後ずっと苦しい日が続く。そ
こにはほとんど顧みられないという状況があ
る。それでいいのかと思わざるを得ない。
　犯人にはもちろん反省してもらわなければ
いけないが、事件の背景とか、なぜこの犯罪
が起きたのかなど、今後のために事件研究を
続けるには、その人を生かしておくことが大
事ではないか、そして、同じような犯罪の防
止に役立てるべきではないかと思う。
　あと、よく言われるのは、誤判、ミスジャッ
ジがある。冤罪で死刑になった人が、おそら
く、過去にはたくさんいたのではないか。日
本は特に、可視化が行われていない、密室で
の取り調べだから、よけい誤判の可能性が高
くなるのではないか。
　およそ以上のようなことが、問題点ではな
いかと思われる。最後に、最も重要な点を二
点申し上げて終わりにしよう。
　まず一つ目は、日本において、実は輝かし
い、素晴らしい歴史がある。それは、平安時
代400年間で、実に約350年にわたって死刑が
廃止されていたということ。仏教の影響だと
思われる。ところが、平安末期の保元の乱で
斬首の死刑が起こってから、また死刑が復活
した。それは、武家社会の始まりと連動して
いる、つまり、武家社会によって死刑が復活
し、今日に至るまで再び廃止されない。私見
だが、明治時代もやはり士族の人たちが中心
に政府をつくったゆえ、死刑に限ってはある
意味で武家支配が続いていると考えることも
できる。武士道などと美化されるが、武士は
結局殺人集団ではないかと言わざるを得ない。
だから、この平安の350年というものが日本
の誇るべき歴史ではないかと思う。これをな
んとしても復活すべきだと。
　最後にもう一点、親鸞聖人が言われている
ことをお話したい。
　ふつう世間では、人を殺せる人は悪人で、
殺せない人は善人だと思う人が多いが、親鸞
は違う。初めから、この人は悪人、この人は
善人などと決まっているわけではないと言う。
（ただし、悪人正機ということをご存知の方
は今は考えないでほしい、つまり、そこで言
う悪人・善人は今とはまた別の話なので、そ
れには触れない。）親鸞は、世間で言う善人
も悪人も、実は初めから決まってはいないと
いう立場だ。（法然上人も同じ立場だと思
う。）
　では、なぜ、ある人は人を殺してしまい、
ある人は殺さないのか。それは、親鸞は「業
縁」によると言う。業縁があれば殺してしま
うし、業縁がなければいくら追い詰められて
も殺すことはできないと。業縁とは、基本的
には、私たちがずっと生まれたときから─仏
教では輪廻ということを考えるから、前世か
らずっと行為を行っているということになる
が─少なくとも、我々がおぎゃあと生まれて
から今までだけを考えても、毎日毎日いろい
ろな行為をしており、善いことを考えること
もあれば、悪いことを考えたり、嘘をついた
り、悪口を言ったり、限りなく善悪の行為を
ずっと今日まで積み上げてきたもののことだ。
　すると、そういう過去に行った行為（大抵
は煩悩によってろくなことをしていない）の
残骸がいっぱいこの身に染みついていること
になる。また行為をするときには周りにいる
人や物など（環境や諸条件）が私にいろんな
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影響を与える。自分の行為と周りの影響との
総体、それが「業縁」と言われていると思う。
それは、善なり悪なりのいろいろな要素がす
べて含まれたものとして私は構成されている
ということだ。そのように私たちにこれまで
積み重なってできた業縁によって、誰もが殺
人を行ってしまう可能性があるとも言える。
親鸞は、我々が煩悩に満ちた罪悪深重の凡夫
だと言っているように、我々にはあまり善い
業縁はないのかもしれない。少なくとも、人
の心はその意思に反してその時々で善にも悪
にもなるが、生まれた時から人は善人、悪人
と決まっているわけではない。よって、人を
殺せないのは元々その人の心が善いからだと
は言えないということである。
　『歎異抄』には「わがこころの善くて殺さ
ぬにはあらず」という言葉がある。この言葉
が非常に私たちに響いてくる。逆に、「さる
べき業縁のもよほさば、いかなるふるまひも
すべし」と。つまり、しかるべき業縁がいろ
いろと作用すると、我を忘れてどんな振る舞
いもしてしまうのだと親鸞は言う。結局のと
ころ、条件さえ整えば誰にでも殺人は起こり
うるということだ。このことをしっかりと心
に置いて、死刑という問題を考えていかない
といけないと思っている。
2 ．「法律的に考えた死刑存廃問題」
 三土　修平4）
　21世紀になってからは、犯罪被害者の権利
を守ろうという論調がマスメディアなどで非
常に盛んになってきた。そうすると、犯罪被
害者の権利を守ろうということと、死刑存続、
存置ということは決してイコールではないと
思うが、かなり多くの人がマスコミの影響を
受けてか、イコール死刑存置だという考えを
もつようになり、ここのところをもう少し整
理して大学で教えないといけないと痛感する
ようになった。
　死刑の問題点というのはどういうところに
あるのか。もちろん、宗教などの立場から、
死刑についていろいろと問題点を指摘するこ
ともできる。しかし、それだけではなくて、
極めて簡単な司法の観点からいっても、死刑
制度ちょっとこういう点がおかしいじゃない
のということで、指摘できる面はある。
　というのは、昔から、免田さんという人が
死刑判決を受けて、長年「私は無実だ」と
言って、再審のために何十年戦い続けて、
やっと再審で無罪を勝ち取ったという衝撃的
な事件が1980年代にあった。免田さんのほか
にも 4人、同じようなことがあった。そのこ
ろに同様に疑わしい方がたくさんある。もう
八十何歳になっても、再審の請求が通らない、
名張ブドウ酒事件の方、警察の段階で無理や
りな自白を拷問のような状態で取られた七十
幾つの袴田巌さんという方、それが、そのま
ま裁判所で、証拠として通ってしまうという
恐ろしい事件があった。
　それらを見てみると、それで死刑制度なん
てとんでもないという気持ちを持っている。
袴田事件については、『BOX袴田事件　命と
は』という素晴らしい映画がつくられて、
DVDでも売っているので、ぜひご覧になる
 
4）三土修平（みつちしゅうへい）：1949年 2 月16日東京生まれ。東京大学法学部卒業後、 3年間国家公務員、
1977年から1982年まで神戸大学大学院経済学研究科在籍。1990年経済学博士号取得。愛媛大学法文学部
教授を経て、2000年より東京理科大学理学部教養学科教授。宗教にも関心をもち、1986年奈良の東大寺
で得度。著書は経済関係のものから、靖国問題などの著書が多数。
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といい。
　しかし、最近は、被害者が本当には報われ
ていないということで、遺族の方がどんなに
苦労なさったかというビデオを学生に勧めて
いる。有名な木下惠介監督の『衝動殺人・息
子よ』という映画を。
　これは、1960年代に市瀬朝一さんという町
工場のご主人が、後継者として期待していた
息子さんがようやく一人前に育ち上がって、
そろそろ自分が引退して社長の地位を譲れる
かと思っていた26歳ぐらいのある日、むかつ
いたから人でも殺してみたかったというだけ
の理由でその19歳の少年にぶすっと刺されて
病院に担ぎ込まれる。最初は意識があったが、
出血多量で「おやじ、悔しい。敵はきっと
取ってくれよ」と言い残して亡くなってし
まった、そういう話である。
　ところが、加害者に対する罰も、少年ゆえ
に、 5年から10年の服役刑だった。
　それだけではなくて、私どもが受けた損害
というのはどうなっているのかと。被害者側
が、何か損害を受けたことに対する国家の保
障というものは 2種類ある。それは証人と
なって被害を受けた場合、また、逮捕協力の
際に怪我をしたときなどにお見舞金は出る。
　しかし、市瀬さんのようなケースは、残念
ながら、何もない。なぜかというと、刑事裁
判というのは、あくまで国家が公の秩序を守
るために、公の秩序に反した者を懲罰するた
めに、検察官という役人が被告人側の弁護士
と対決して、対等な立場で証拠を出し合って
やるものだから、その被害者側は、当事者の
枠の中に入っていない。傍聴したかったら、
一般傍聴人と同じように列に並んで、傍聴券
を取らないといけない。では、傍聴する人が
たくさんいたらどうなる。もしかしたら、被
害者の遺族も、そこから漏れてしまうかもし
れない。
　それで、市瀬さんは、何とか被害者の会を
立ち上げて、国会の請願を行って、体がおぼ
つかないよろよろしたような状態になって、
ようやく犯罪被害者の給付金制度をぜひつ
くっていただきたいと訴えていく。国会で意
見陳述をする。それから間もなく亡くなって
しまう。それに木下惠介監督が非常に心を動
かされて、この映画をつくるのだが、映画の
影響もあって、やっと法律ができたという、
昔はそういう時代があった。よって、被害者
に対して報われないような法になっていたと
いうこと自身は、確かに本当である。
　それに対して、このころは、非常にたくさ
んの人がいろいろなことを書いていて、そう
いう有名な人で、学者としては諸澤英道さん
という人がいる。被害者学という学問を日本
で中心になってやってきて、全国犯罪被害者
の会の顧問などもやっていた。『被害者学入
門』という立派な本がある。
　そのほかに、ジャーナリストというか、ル
ポライターの藤井誠二さんという方は、個々
の事件に密着して、同じような目に遭ったと
いうことについて、徹底的にルポをやる。犯
罪被害者の望む罰ということをたくさん本で
書いている。すさまじい運命というか、これ
がそんななまぬるい罰で済むものか、私ども
の受けたこの苦しみを知って、なおかつ、あ
なたが死刑廃止なんて、そんなことを言うの
ですか、というような感情を述べている人の
発言が、たくさんここに収録されている。
　そこで、西暦2000年ぐらいを中心に世の中
に議論が沸騰してきた。犯罪が起こったとき
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に、人々が素朴に、これは国家の法によって
何とかしてくれるはずだと考える、その根拠
は結局どこにあるのか。昔ならば、私的復讐
だった。しかし、現在の国家は、私的復讐は
もちろん許していないから、それに相当する
ぐらいの制裁は当然、国がしてくれるだろう、
誰でも、普通はまず素朴にこれを考える。そ
れプラス、私どもの受けたいろいろな損害、
身内の命を失わされたということ、一家の稼
ぎ手を失ったような場合は経済的損害という
ことになる。それだけではなくて、小さい子
どもが殺された場合、心理的喪失感は非常に
大きなものであるし、何というか、持って行
き場のないような苦しみ、悲しみがずっと続
くわけである。それはひとくくりに全部損害
といえる。その損害は、当然、損害を与えた
責任者の側にあるから、それは償うのが当た
り前であろうと、普通は期待する。
　ところが、近代法というのは、制裁とか、
償いとかを考えるにあたって、問題を整理し
て、責任というものをある構造で取り調べる。
一つ例を出してみると、偽札を作る行為があ
る。それを使うとまわりまわって誰かが損を
するということが起こる。しかし、この犯罪
の場合は、作ること自体、そういう手段で自
分の利得を得ようとすること自体、社会全体
の秩序に反する。だから、その社会秩序を
破った者を、社会全体の立場から制裁するの
である。こういうかたちに、刑事責任という
法のかたちをつくった。だから、刑事責任は、
誰かに具体的に損害を与えたわけではない者
が、なおかつ罰せられるということがある。
刑事責任を取らされるようなことをやったら、
これは当然にして、国家の強制力があって、
被害者がどうであるかということよりも、国
家の秩序を乱したからということで、おまわ
りさんが飛んできて捕まえる。
　重要なことは、刑事責任というのは、原則
として行為を罰するのである。それも、原則
としては故意の行為を罰する。刑事責任でも、
人を傷付けたというような、人の身体に関す
る、傷害というものは非常に重大なことだか
ら。例外的に過失も罰するが。
　強制的に人を牢屋に入れたりするというの
は、ある意味ではものすごく人権侵害なこと
をやるわけだから、「憲法」に保障されてい
る人権文にあるわけだけれども、牢屋の中に
入った場合だけは例外である。それは、きち
んと根拠があって、おまえ自身が社会全般の、
あるいは、特定の誰かの人権をものすごく侵
害することをやったから、それに対して、こ
のままでは始末が付かないから、あえて牢屋
に入れる。人を牢屋に入れることは、それ自
体、移動の自由とか、職業選択の自由とか、
そういうもの全部、その期間内は与えないこ
とだから、明らかに人権侵害だけれども、そ
れをあえてやるというかたちまで取って制裁
を下すのである。
　さて、そこで、窃盗、強盗、殺人というよ
うなことを考えると、刑事と民事の二つの責
任5）のうちどちらの責任を負うのか。当然、
これは刑事責任だろうと多くの人が思う。そ
れで、時々間違える。刑事責任という厳しい
ものを負わされるような場合は、では、民事
責任の方はないのか。そういうふうに思う人
が多いけれども、民事責任も実はある。刑事
 
5）この直前に、民事の話もあったが、紙面の都合で省いた。
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責任と重複して存在している。
　ところが、実際の世の中での運用のされ方
を見ると、殺人罪を犯すような人というのは、
金に困ったから人を殺して何とかしたという
場合、どうしようもない人が多くて、きちん
と損害の賠償ができて、その上で刑も受けら
れますという人はほとんどいない。よほどの
大金持ちが、何か目的があって謀略的に人を
殺したような場合は、殺人罪の刑事責任も負
わなくてはいけないと同時に、おまえはまだ
いっぱい資産も持っているのだから、その資
産の中から、ちゃんとその損害の分を払えと
いう裁判はできる。そのときには、被害者側
は同時に民事裁判を起こせばいい。そういう
ときには、極めて例外的だけれども、両方の
責任はきちんと果たされる。
　しかし、そうでない場合、木下惠介氏の映
画に出て来た衝動殺人。あのときはいったい
どうなったかというと、仮にあの人を訴えて
も、とてもばかばかしい、それだけの労力は
無駄だと、費用をかけて弁護士を雇って訴え
てみたところで、相手にほとんど金がない。
払えるわけがない。ということで、この民事
裁判はとても起こせることではないことが分
かって、その代わり、もう、こういう悲劇の
人が出ないようにということで、犯罪被害者
の給付金制度をつくるために戦ったのだと。
　ということで、市瀬さんは一生懸命にいろ
いろな資料を当たって探し、探し回ったあげ
く、とうとう映画の中でも、同志社大学の大
谷實先生という人に巡り会うという場面が、
出てくる。本来は両方の責任があるはずだけ
ど、民事のほうは損害補償がされないままに
なってしまっている。そこでこう考えるべき
だと。国家が本来は治安を守る責任を持って
いたはずだ。それなのに、治安を守り切れな
かった。ただむかついたからぶすっとやった
という人間が出てきて、それを防ぐことがで
きなかったのは、国家が国家の役目を果たし
きれなかった。それは、生命保険などのお金
が出るのと同じように、国家が保険金のよう
なかたちで負担するべきものだということに
なる。
　だけれども、では、その掛け金はどうなの
か。国民としてみんなが税金を払っているこ
とが、言ってみれば、損害の掛け金である。
だから、納税者である国民が不幸にして、市
瀬さんの息子さんのときの殺人事件のように
事件に巻き込まれたときには、それでいきま
しょうと。納税者であれば、それを受け取る
権利が、ちゃんとそのための税制度があるの
だ、そういう制度を作りましょうという場面
が、この映画に出て来る。それで、ようやく
犯罪被害者の給付金ができた。しかし、それ
も、最初はスズメの涙程度のものだった。そ
の後、給付金の額もだんだん上がってきてい
る。こういう歴史がある。
　今は、被害に遭ったときに、あんなことを
やったやつは、制裁を受けるべきだ。社会全
体の立場からいって、私が被害を受けただけ
ではなくて、社会全体にとっても悪いことだ
から、これは制裁を受けて当然だろうと、常
識的な普通の人が思うこと、制裁をきちんと
受けさせる、プラス、損害の補償というもの
もかなり出来てきた時代になった。
　ようやく最近になって、これができてきた。
それまでは、本当に殺人事件などは、殺され
損だというケースがものすごく多かった。そ
れで、そのケースの下で考える普通の常識人
であれば、では、せめて、あいつと同じ目に
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遭って死んでくれ、そういうふうに言いたく
なってしまう。我々はこんな損害を受けて損
害補償もない。心のケアもない。それが最終
的な解決ではないといっても、せめて死んで
償えという、藤井誠二さんの本にたくさん出
てくるけれども、そういう状態になる。だか
ら、結論的に言うと、世の中の制度をつくる
にあたっては、普通の人の正義感覚に合うよ
うな制度というものがやはり必要だ。
　これについては、先ほどの秋本先生の仏教
のお話とはちょっと違うと思うけれども、私
は、孔子のこの言葉が好きだ。
　『論語』の「憲問第十四」というところで、
孔子はこういうことを言っている。これは、
読み下しが難しいから、それの現代語訳を言
うと、「悪意に対しても、善意で報いよとい
う説をどうお考えですか」という質問に、孔
子はこう答えている。「それでは、善意に対
してはどう報いるか。悪意には理性、善意に
は善意で報いるだけ」と。
　つまり、善意で最初から対してくれた人に
対して、やはり差を付けるというか、善意に
対しては、こちらも本当に善意で対しますと。
それに対して、向こうが悪意で来たというと
きには、悪意だからといって、こちらも悪意
で返すことではいけない。人の道は、それは
避けるべき。しかし、理性で対応しなさい、
そういうふうに言っている。
　それで、最初から善意だった人との間で、
態度的には、こちらの態度には少し差を付け
る。そうすれば、相手も、人に対して善意で
してあげることはやはりいいことなのだ。で
は、善意で迎えようという気持ちがさらに起
こってくる。そういうふうにして、悪意で
やった者に対しては、恨みに対して恨みで返
すのは、なるべく避けた方がいいけれども、
公平な理性的な正義感で対処しようというこ
とを言っている6）。
　被害者運動をやってきた人たちも、言って
きたことはそういうことだと思う。社会的な
制裁というものと、損害補償が少ないこと、
バランスよくちゃんとどちらも償われるよう
に、そういうことをやってきたと思う。
　いまのところは、まだまだ完全にはできて
いない。だから、人を殺したやつは、せめて
死んで償えというのは、やはりものすごくマ
スコミがあおっていることもあって、非常に
その考えは盛んだ。これは、ある程度仕方の
ないことだと私は思う。
　でも、もちろん、世の中には希望の星がい
ろいろある。先ほど河野義行さんのお話が出
てきたが、河野さんが書いたもの（この前の
6月15日に新しい本が出た）を読むと、私も
感激した。
　それから、もう一人、原田正治さんという
人がいる。この方は、ひどいやり方、保険金
殺人で弟を殺されて、家族も生活も破壊され
た。これだけひどい目に遭ったという方だが、
これだけのことをはっきり書いている。「あ
の人に、せっかく反省したのだったら、一生
反省を続ける姿を俺の前に見せてほしかった、
それを簡単に死刑にして、はい終わり、それ
が残念なことでならない」と。
　べつに、彼は聖人君子で許しの精神をとか
 
6）仏教でも、恨みに対して恨みで返してはいけないという教えがあり、恨みは恨みを捨ててこそ止むとい
う（『法句経』）。そこにはじっと耐える理性的な心を説いているともいえるが、恨みを返し合うことの愚
かさに気づいて、そのような心から離れよと説いている。
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何とかと言ったわけではない。「あいつを許
さない気持ちはいまでもずっと持っていま
す」と何回も訴えている。だから、原田正治
さんの本を読むと、本当にそのことがよく分
かる。
3 ．「人は変われる 詩が開いた心の扉」
 寮　美千子
　私は東京で生まれて、千葉で育って、ずっ
と首都圏にいたが、首都圏ではないところで
暮らしてみたいなという夢をずっと持ってい
た。そして、2005年に泉鏡花文学賞という賞
をいただいた。小説とか童話とか絵本とか、
いろいろな40冊ぐらいの著書がある。自分の
本質としては、幻想文学作家である。…
　2006年に奈良に引っ越した。古い都に住ん
でみたい、観光地に住んでみたいと。観光地
ロングステイ気分で人生を送れたら良いなみ
たいな甘いことを考えて行った。作家だから、
別に刑務所と関係なかったが、たまたま建物
が好きでいろいろ見て歩くうちに、明治の名
建築ということで、刑務所も見たいなと。年
に一度、矯正展という刑務所の一般公開日が
あり、ちょっと矯正という言い方がすごいな
と思っているが、矯正展でそこに行った。建
物を見たのがきっかけで刑務所と関わること
になった。
　この建物は素晴らしいれんが造りの建物で、
明治41年竣工、明治の五大監獄の一つと言わ
れているが、いまあるのは奈良だけ。ほかは
全部壊されてしまった。門が素晴らしい。建
物も本当に素晴らしい、本部棟だが、お城の
よう。本当にきれい。中は、真ん中にドーム
のようなところがあって、そこから 5本指の
ように廊下が延びている。その両脇に田んぼ
があるが、その真ん中の場所がまるで教会の
聖堂のような、ある厳粛さ、美しさを持った
空間だ。
　本当に外も中も、どの場所も、実は美しく
できている。一般の人が見られないような場
所に至るまで細かい装飾も施されている。10
年とか長く暮らすのだったら、ぴかぴかの新
しい刑務所よりも、このようなところにいた
方がずっと心が休まるのではないかなという
気もする。刑務所でなければ住んでみたいと
本気で思うような場所だ。
　ここに見学に行ったときに、いろいろ見た
が、中に受刑者の絵が飾ってあった。受刑者
がクラブで描いたもの。その絵を見たときに、
うわあ、すごいと。風景画だが、れんがの 1
枚 1枚がきちょうめんに描いてある。その 1
枚 1枚が全部きれいに塗り分けてある。
　この刑務所は、実は奈良監獄の囚人たちが
手づくりで、全部自分たちで焼いた煉瓦を積
み重ねてつくった建物である。いま手づくり
煉瓦なんていうのは存在しないから、本当に
その美しさというのは格別だ。
　それから、その隣に俳句があった。「振り
返り　また振り返る　遠花火」　「夏祭り　
胸の高まり　懐かしむ」。
　こういう端正な、ちょっと悲しみに満ちた
ような、ノスタルジックな作品だった。それ
を見て、私はびっくりしてしまった。私は、
それまで大きな偏見を持っていた。刑務所に
入るような人は乱暴者で、凶暴凶悪、ちょっ
とモンスターみたいな、自分たちとちょっと
違う、分からない人みたいなイメージを持っ
ていた。こんなに几帳面だったり、こんなに
端正な句を書く感受性を持っていたりするの
かと、びっくりしたのである。
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　教官は「そうなんですよ。皆さんの思って
いるような子たちが刑務所に入っているわけ
ではないのです。この刑務所に来るような子
は非常におとなしい子とか、引っ込み思案、
コミュニケーションが苦手な、人と話すのが
本当にうまくできない子とか、そういうタイ
プの子が結構多いというか、ほとんどなんで
すよ」とお話し下さった。
　お話をお伺いし、何かお手伝いできること
があったら、何なりとおっしゃってください
と申し上げて、名刺を渡して帰ってきたとこ
ろ、その 1年後に突然、電話があって、社会
性涵養プログラムという、新しいプログラム
を始めたので、授業をしてほしいと。じわじ
わっと育み、育てるというプログラムを新し
く立ち上げると。
　2005年と2006年に「監獄法」という法律が
変わった。刑務所というのは、悪いことをし
た人を懲らしめるために閉じ込めておくため
の施設だという位置付けから、プラス教育施
設。もう一度、勉強し直して、更生しても
らって、外へ出るための施設だと。そういう
位置付けが新たにされたので、大手を振って
教育ができるようになった。それで初めて立
ち上げたプログラムなので、協力してほしい
と言われたのである。
　でも、「私が直接、受刑者に授業をするん
ですか」と聞いたら、「そうです」と仰る。
「どんな方が来るんですか。罪は？」と言っ
たら、「強盗殺人、レイプ、放火、薬物違反
の子たちです」「じゃあ、私が直接、レイプ
犯とか殺人犯と顔を合わせて話をして、授業
をするんですか。」「そうです」と力強くおっ
しゃられても怖いと。やっぱりその時は、
ちょっと怖いなという気持ちにはなった。
　話を聞いてくれということで行ったところ、
教官という方が、ともかく彼らは大変な暮ら
しをしてきた子が多い、ちょっと私たちでは
想像がつかないような厳しい環境で育ってき
ている子が多いと。例えば、親がネグレクト
（育児放棄）とか、家に帰ってこなかったり
する。電気代を払っていないので電気が止
まってしまって、真っ暗な中で妹と待ってい
る。お兄ちゃん、おなかがすいたよという妹
に、よし、お兄ちゃんがおにぎり取ってきて
やるぞ、任せとけ、といって、コンビニに行
き、おにぎりを盗む、サンドイッチを盗む。
　そのようなことを積み重ねているうちに、
お金がないと暮らしていけない、たくさんお
金もほしい。よし、じゃあ、いっちょやった
るかと言って、もうその後はコンビニ強盗で
す。それで捕まってきてしまったとか。
　あるいは、非常な虐待を受けている。おと
なしく、全然やり返さないで、ずっと我慢し
ていたのが、体も大きくなって、ある時に爆
発して、ばんとやり返したところが、取り返
しのつかないことになってしまったとか、そ
のようなケースが多々あるというか、実は、
ほとんどなんですと。
　「彼らは、加害者になる前に被害者であっ
たような子がほとんどです。このように言っ
ては被害者の方に大変申し訳ないとは思いま
すが、君たち、よくここまで生き延びてきた
ね、サバイバルしてきたねと言いたくなるほ
ど、大変な目に遭ってきた子が、実は多いん
です」と、先生は仰った。
　そのような子たちは、まともな愛情を受け
ていない、受けた試しがない。あるいは、愛
情を受けていたケースがあったとしても、な
んか非常に不安なかたち、抑圧的な愛情。愛
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情という名の抑圧を受けてきていて、本当に
温かい人間らしい愛情を受けていないので、
心は荒野のように、一度も耕したことのない
荒れ地のように本当にすさんだ風景にあると。
　そのすさんだ風景の中に、ぽつんと一人で
立っているような子がほとんどである。そし
て、心を強く閉ざしている。あまりにもつら
い思い、大変な思いをしてきたので、天岩戸
を閉めるように、ぴたっと心を閉ざしてし
まっていて、人と交流も上手にできない。
　そんな状況の子なので、彼らの心を童話や
絵本、また詩を使って情緒を耕してほしいの
ですということを言われた。私は、そんなこ
とが果たして可能なのだろうかと思った。人
を殺すところまでこんがらがってしまった、
追い詰められてしまった人の人生、心という
ものを、果たして絵本だとか童話、あるいは
詩のようなやわなもので解きほぐすことがで
きるのか。とても自信がないと思った。
　私の授業は月に 1回、 1時間半の授業。そ
れを全部で 6回。 6カ月。
　この社会性涵養プログラムには、ほかに二
つメニューがある。一つはソーシャルスキル
トレーニングという社会性向上のスキルとコ
ミュニケーションスキルを学ぶためのロール
プレイをする授業。例えば、あいさつの仕方
であるとか、人にものを頼む方法、嫌なこと
を頼まれたときに上手に断る方法とか。もう
一つが、絵を描く授業。そして、私の授業の
3種類だ。
　この 3種類を、月に 1回ずつ 6カ月やって、
18回で終了というかたちだと聞いて、そんな
もので本当に何ができるのかなと半信半疑で
あった。先生があまりにも熱心に「お願いし
ます」とおっしゃるし、女性の統括官の方が、
本当に受刑者の更生というのを心の底から
願っていることが伝わってきた。仕事という
ことで、他人の人生をここまで一生懸命考え
ている人がいるのかと心を打たれるような、
そのような方だった。
　それは、刑務所に入ってから分かったのだ
が、刑務所のうちの少年刑務所の教官は皆さ
んそのような方だ。仕事でここまで考えるか
と思うぐらい一生懸命受刑者たちのことを考
えた方ばかり。そのような先生だったので、
私のような者で役に立てればということで授
業をさせていただくことにした。
　奈良少年刑務所に来ている子たちは、17歳
から26歳までの初めて刑務所に入る子だ。あ
まり集団で悪いことをしたという子はいなく
て、暴力団に入っていたとか、暴走族に入っ
ていたとかではなく、単独犯の子がほとんど、
一人きりで追い詰められて事件になってし
まったというタイプの子、いわゆる犯罪傾向
が進んでいないという子たちだ。
　結構軽い罪であれば少年院ということもあ
るから、そうでない子が来ているわけで、重
い罪の子たちだ。本当に殺人であるとか、レ
イプであるとか、重い罪の子たちが来ている。
刑期が長い子は、私の受け持った子で10年と
いう子もいた。
　授業では、いっぺんにいま10人見ている。
始めたのが2007年だから、もう 6年目に入り、
半年だから、11期目に入ったところ。10人を
選ぶが、その10人をどうやって選ぶかという
と、奈良少年刑務所の中でも、えりすぐりの
10人を選ぶ。
　どうえりすぐりかというと、刑務所という
のは、たいがい世の中とうまくやっていけな
い、落ちこぼれる、はみ出すタイプの子が
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入ってくるが、そういう人たちが集まった刑
務所の中でも、さらに落ちこぼれ、うまく
やっていけない、はみ出してしまう子ばかり
を10人、トップ10を選んで、うちのクラスに
連れてくる。
　この子たちは、例えば、刑務所の中で刑務
作業をするが、作業所でもみんなと一緒にう
まくやっていけない。例えば、ものすごくと
ろいとかのろま、要領が悪い、物覚えが悪い、
何か間違える、コミュニケーションも苦手、
人とうまく話もできない。自分の言いたいこ
とも言えないし、人が言っていることもきち
んと聞く態度ができていないのでよく分から
ない。そういうことで、工場の内部を乱して
しまう。
　刑務所といえども、納期などがきちんとあ
る仕事をしているので、そういう子がいると
本当にみんな困ってしまう。ラインは乱れる
し、搬送もうまくいかない。みんなから、お
まえ、どうしてんだ、これをちゃんとやれよ、
なんていわれても、うまくコミュニケーショ
ンが取れないから、言い返すこともできなけ
れば、質問をする能力もない。
　全然コミュニケーションも取れないから、
ますますいら立ってしまって、みんなが陰に
回って、もう頭にくるから、そいつのことを
いじめる、そういうことが起きてしまう。そ
ういうトラブルメーカーを10人集めて、うち
のクラスにやってくる。
　どんな子がいるかというと、もうえりすぐ
りだからすごい。例えば、気が弱い。この気
の弱さは尋常ではない。 5歳児がお母さんの
スカートの下に潜ってしまうような勢いで気
が弱くて、もう全然しがみついた状態で、教
官のそばから離れられないような子。もう20
歳を過ぎていて、背の高い、すらっとした、
ものすごくきれいな顔をした子。こんな美し
い子が何でこんな気が弱くて、何でこんなに
コンプレックスを持っているのかなと、不思
議に思ったが、虐待など、そういう体験が
あったようである。授業も最初のときは、誰
も目が合わない。全然もう伏せてしまったり、
そらしてしまったり、目が合う子は最初のう
ちはいない。
　最初は絵本を読むが、彼らはみんな非常に
自己肯定感が低い。俺は駄目だとか思ってい
るから、どうせ俺が馬鹿だから、こんな 3歳
児向けの絵本をよこすんだろうと、すごいひ
がみ根性を持っているので、そうではないと
いうことを、きちんと誠心誠意話す。
　まず本を読む。それから、私がまず声を出
して読む。次に、みんなで声を出して読む。
それから、例えば、見開き 2ページずつ、順
番に声を出して読んでみる。それだけのこと。
1時間余りやるだけだが、それだけでももの
すごく癒やし効果というのがあってびっくり
した。なんか気持ちが落ち着くようだ。
　絶対に交流不能と思っていた子たちが、
たった 1時間半でそこまで変わるのを目の当
たりに見て、私はこんなに変わるんだと本当
にびっくりした7）。ちょっと何かを一緒に
やった。お芝居をやった。そして、一緒にそ
れを見た。共有したと。その時間があるだけ
で何となく何かいい雰囲気というか、ちょっ
と交流感が生まれる。
　そのように、本当にコミュニケーションで
 
7）この前に、アイヌ民話を読み、アイヌの衣装を着て朗読劇をするなかで、打ち解けていく状況が詳しく
語られているが、紙面の都合により省略した。
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きない子ばかりで、自己表現もできない。そ
の子たちが、そうやって少しコミュニケー
ションができるようになったところで、詩を
書いてもらう。どんなことでもいいよ、心の
つぶやきみたいなことを。ともかく国語の授
業なんてもちろん苦手な子たちだから、そこ
で書けないと困る。もう立派なものを書く必
要はないと。本当につぶやきみたいな一言で
もいいし、何でも構わない。彼らにともかく
うちの教室では安心してもらうこと、リラッ
クスしてもらって、本当に心の扉を開いても
らうことを主眼とするので、安心してと言っ
て、それで詩を書いてきてもらう。
　この詩を書くというのは、結構ハードルが
高い。普通の散文を書いたり、おしゃべりを
するのとまったく別の何か特別な言葉だ。心
の内をどこか明かしてしまうような、どこか
新鮮さのある言葉。覚悟を持って襟を正して
いくというような部分がある。
　彼らは、そのように頑張って、先生にも励
まされて、 1カ月。私の次の授業までの間に
詩を書いて持ってきてくれ、もしどうしても
何も書くことがなかったら、好きな色につい
て書いて、と言っておいた。
　そうしたら、上がってきた一つの詩、この
詩は、空に浮かぶ白い雲、「くも」というタ
イトルで、たった 1行だけの詩だった。
　「空が青いから白をえらんだのです」8）
　この詩を見たとき、私はびっくりした。非
常に省略が効いていて美しい。一人称、雲に
なったつもりで書いた、空が青いから白を選
んで、私は雲になったというような意味の詩
だ。すごいなと。まぐれかなとも。でも、こ
の後も彼はいろいろ書いてきて、まぐれでは
ないと、言語センスがあるんだということが
分かった。
　これを書いてきた彼は、薬物中毒の後遺症
があるので、ろれつが回らない。そして、自
分に自信がない。自分に自信がない、自己肯
定感が低いというのは、もう全員に必ず言え
ることであるが。そして、自信がないから自
分の話す時間を、なるべく短くしたいので、
早口でしゃべる。自信がないからうつむく。
しかも、ろれつが回らない。これがそろうと
何を言っているかが全然分からない。
　「空が青いから白をえらんだのです」。よ
かった、聞こえた、よかったよ。みんなで拍
手をした。そうしたら、その途端に、いつも
自分から語り出さない彼が、いきなり、先生、
と手を挙げた。何ですかと言うと、「先生、
僕、話したいことがあるけど、話してもいい
ですか」と言うのです。自分から話したいな
んて、すごいな、どうぞ話してくださいと。
　長くなるので、以下は要旨。「僕のお母さ
んは、今年で 7回忌です。お母さんは体が弱
かった。けれども、お父さんはいつもお母さ
んを殴っていました。僕は小さかったので、
お母さんを助けてあげることができませんで
した。お母さんは亡くなる前に、病院で僕に
言いました。つらくなったら空を見てね。私
はそこにいるから。僕は、お母さんのことを
思って、この詩を書きました。」
　私はびっくりした。いつもものをしゃべら
ないこの子の中で、こんな思いが眠っていた
のかと。それが自分の詩を読んで、みんなの
拍手をもらった途端に、もう心の扉はパンと
 
8）寮美千子『奈良少年刑務所詩集「空が青いから白をえらんだのです」』（新潮文庫）
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開いたように、ゴーと堰を切ったように、彼
はその思いをもうパッと語り出した。びっく
りして、ウワッと思って、「皆さん、感想を」
と言ったら、はい、はいと手を挙げる。
　「僕は、君は、この詩を書いただけで親孝
行やったと思います」と言う。何て優しいこ
とを言うんだろうと。このお母さんを助けて
あげられなかったことを、ギルティ（有罪）
に思って罪悪感を持っている子に対して、こ
んな優しい、思いやりのある言葉を掛けてあ
げる。そうしたら、また手を挙げる。はい、
どうぞ。
　「僕は、何とか君のお母さんは、雲みたい
に真っ白で、清らかな人だったのではないか
なと思いました」。すごいこと言うな。はい、
どうぞ。
　「僕は、何とか君のお母さんは雲みたいに、
きっとふわふわで、柔らかくて優しい人だっ
たのではないかなと思いました」。はい、ど
うぞ。
　はいと手を挙げたのに、なかなか言い出さ
ない。「僕は、僕はお母さんを知りません。
でも、僕もこの詩を読んで空を見上げたら、
お母さんに会えるような気がしてきました」
と言って、その子は、ウワッと泣き出す。も
うみんなが慰める。大変だったね、寂しかっ
たね、つらかったねと言って、慰めの言葉を
かけた。
　このお母さんを知りませんと言った子は、
刑務所に入ってからというもの、何度となく
自傷行為を繰り返してきた子だった。ところ
が、この日、この授業で、お母さんを知りま
せんということをカミングアウトした後、彼
の自傷行為はぴたりと止まったそうだ。
　そして、教室に来るたびに様子が変わる。
背の高い子で、背中が丸まっていたが、何だ
かだんだん背が高くなるみたいに見える。丸
まっていた背中が伸びてくるのだ。顔も前を
向いて、表情が明るくなる。そして、みんな
と対話ができるようになった。たぶん、みん
なの前で、お母さんを知りませんという寂し
さをカミングアウトしたのは、その日が彼に
とって初めてだったのかもしれないなと。
　　「つぐない」
　つぐない
　きびしい刑務所生活　いつもかんがえる　
被害者の心のキズ
　つぐない
　つぐないきれない　あやまち　もう二度と
　つぐない
　犯した事件　生きているまで　つぐないつ
づける
　この詩を書いてきてくれた子は、本当にこ
ういう気持ちだなと。こういうふうに書けば
点数が上がって、仮釈放が早くなるからとい
うような気持ちで書いたのではないなという
のは、教室で見ていてよく分かる。この授業
を通じて、心が開いたことで、自分のやった
ことと、本当に直面して、こういう気持ちを
抱いてくれた。
　「つぐない」と、先ほどいろいろな償いの
話は出たが、死刑にするぞ、懲役も死ぬまで
懲役だとか、そういうことを言って脅かすこ
とで、本当に、心の底から改心する人がいる
だろうか。償う気持ちを持つ人がいるだろう
かと思う。
　やはり、人は人から大切にされ、自己肯定
感のものすごく低かった子が感情を取り戻し
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て、人間らしさを取り戻して、初めて自分が
何をしたのか、そういうことを振り返ること
ができるのだと思う。その時に初めて本当の
償いの心というものを持つことができるので
はないかなと思う。
　光市の事件も、被害者をばかにするような
手紙を書いたというようなことで、全く償い
の心は見られない、とんでもないやつだ、死
刑にしてやれ、というような論調だった。し
かし、心が閉ざされて、荒野のような状態の
ままでいる子を、何の教育もしないで、独房
の中に置いておいたからといって、償う心が
それで生まれるわけがないと思う。
　やはり、人というのは、人と触れ合う中で、
人と、こういういろいろな感情のやりとりを
する中でしか育つことができないのではない
か。場の力、座の力、そういうものもなしに
償う気持ちを持てないからと、ただ切り捨て
ていいのだろうかと私は思う。
　本当に彼らを見ていると、本当に幼い。20
歳を越えていても、中学生、高校生ぐらいの
感じしかない。やっぱり人とちゃんと触れ合
わないと、心は育たないということをつくづ
く感じた。
　そして、こんな半年ぐらいの短い期間で如
実に育つ。それなりのケアを刑務所に来る前
に受けられなかったんだということに、あら
ためて驚きを感じます。それだけのケアを受
けることができれば刑務所にもしかしたら来
なくても済んだかもしれない。そういうチャ
ンスすら、彼らに与えることのできなかった
社会の責任というのは、私はやっぱり一人一
人、私たちが感じるべきことではないかなと
思っている。
4 ．ある殺人事件遺族の言葉
　私は、今から20年前の1992年、アメリカで
起きた強盗殺人事件で 3歳年上の兄を亡くし
た。もともと死刑制度については何の疑問も
持たず、当然だと思っていた。事件からずっ
とそのような思いで過ごしてきたが、今から
まだ10年も経たないと思うが、ある死刑囚の
方の話を本で読んで、心の中でちょっと疑問
が湧いたというか、引っ掛かるものが出てき
始めた。
　それで、いろいろと死刑のことについて調
べるうちに、自分の中に抑えきれない気持ち
の悪さというか、苦しみというものが湧いて
きて、どうすることもできなくなった。事件
からまだ数年といった頃は、凄惨な事件の詳
細を伝える記事や、リアルな殺人のシーンが
出てくるテレビとかを見ると、頭痛がしたり、
吐き気がしたり、すごく不快な感覚に襲われ
たが、死刑のことを学ぶと、どうしてもやは
りそういった不快な感覚というものを感じ始
めた。
　それまでは、死刑と殺人というものがイ
コールではなくて、死刑はまた別物と捉えて
いたが、死刑も殺人の中に含まれるものだと
感じ始めた。そのように考えが変わっていっ
たが、私の周りに、「死刑は賛成できない」
とか「死刑に疑問があります」という私の気
持ちを言えるような事件遺族の方は、ほとん
どおられなくて、自分で抱え込むしかなかっ
た。そして、やがて事件遺族の方が集われる
場から遠ざかるようになっていった。
　それで、一昨年、自分の気持ちを何とか表
現して楽になりたいという思いから、ツイッ
ターを始めて、自分は死刑には反対ですとい
うようなことを書き始めた。そのすごく初期
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の頃に寮さんが私の意見を見て下さって、賛
同して下さった。ほかにも、何人かの賛同し
てくださる方がおられた。それはうれしかっ
たが、社会にはやはり圧倒的に、自分の意見
を言える空気というものがないから、すごく
抑圧感を感じていて、自分の意見を表現する
こと自体がしんどいということもあった。
　社会に広く認知された事件であれば、遺族
の方のところにメディアの方がきて、意見を
言える場ができたり、本を書くことができた
り、いろいろ遺族の思いというものを語る場
があるのに、一般になかなか認知されない事
件の遺族というのは、そういった場をなかな
か持てない。持ちたいと思わない人も多いと
思うのだが。ただ、自分の思っていることさ
え言える場がなかなかなくて、悶々とすると
いうことはあると思う。特に、死刑について
疑問を持った場合は、それを言った後のリス
クを考えると、なかなか一歩前に出られない
というのもあると思う。
　今の日本の社会の中では、そういった自分
の思いを、周りがどう感じようと言えるよう
な場がないと思う。その点、まだアメリカと
かでは、自分の思っていることが言える場が
あるかなとは感じたりしている。
　ずっと死刑を求める人もいれば、求めない
人もいる。時間とともに変わる人もいるし、
人それぞれである。でも現実は、人それぞれ
という当たり前のことが、なかなか今の社会
では受け入れられないということだと思う。
　多くの事件遺族が一番求めているのは、や
はり癒されることであり、普通の日常を取り
戻すことであり、穏やかな精神状態を取り戻
すことであり、二度と同じような苦しみを味
わう人が出ないことであると私は考えている。
それが大切なのではないかなと。
　事件遺族の中には、事件によって大切な家
族を失ったという、とても大きな心の傷を抱
えて生きているために、精神的なケアを必要
としている方も多いと思う。私自身もその一
人なのだが。人と付き合うことがうまくいか
なくなった、人が信頼できなくなったと。人
が多いところだと自分が刺されるのではない
かという恐怖にされされる人もいると聞く。
いろいろな問題を抱えて日常を送っている事
件遺族の回復への支援の手が、今一番必要だ
と感じている。
